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取りそろえております。

は じ め には じ め に

「JLP」は JFE スチール株式会社の登録商標です。「JLP」は JFE スチール株式会社の登録商標です。

目　次

私たちが生活していくために、飲料水はもとより

工業用水、農業用水などの水の重要性は今さら言うまでもありません。

この大切な水を運ぶための水道用鋼管として

過去は亜鉛めっき鋼管が主流でした。

現在は水質維持の観点からライニング鋼管に切り替わりました。

硬質塩化ビニルライニング鋼管は、優れた防食性を活かし、

水道用のほかにも工業用、産業用にも広くご使用頂けます。

JFEでは、水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管・JLP® VA VB

および埋設用として内外面硬質塩化ビニルライニング鋼管・JLP® VDを
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特　長 用　途特　長 用　途
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JLPは、JWWA K 116「水道用硬質塩化ビニルライニング

鋼管」の規格により、製造されています。

使用する鋼管は、JIS G 3452（配管用炭素鋼鋼管）また

はJIS G 3442（水配管用亜鉛めっき鋼管）の規格に合格

した鋼管です。

JLPの特長は、つぎのとおりです。

硬質塩化ビニルを内面にライニングした鋼管なので、優れ

た機械的性能を持っています。

機械的強度が高い

内面ライニングに使用している硬質塩化ビニル管は耐久性

に優れ、管端防食継手との組み合わせにより、優れた防食

性・耐久性を有します。

内面の塩化ビニル管表面は、平滑でスケールなどの付着

がほとんどなく、経年による流量低下がありません。

摩擦係数が小さい

内外面の硬質塩化ビニル被膜は、押出機で連続成形され

ていますので、ピンホールの心配はありません。

ピンホールが皆無

JLP VDは外面に硬質塩化ビニルを被覆してあり、配管施

工にあたっては、そのまま管の切断、ねじ切りが可能です。

また、外面被覆継手を併用することにより接続後のテープ

補修も不要です。

JLPは、ビルや家庭の給水管をはじめ、プラント配管に至るまで、あらゆる用途に

適しています。

ビルや家庭の給水管

工業用水、冷却水の輸送管、プラント配管

1

2 防食性、耐久性に
優れている

3

4

給 水 用

工 業 用 等

1

2

5 加工性に優れている

※使用上の注意

温度は40℃以下でご使用下さい。
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種　類

寸　法

表　示

荷　姿

製造工程
JLPには、つぎの3種類があります。用途、環境によって使い分けて

ください。

D d

L

ｔ

JLP VA JLP VB JLP VD
種

　類

規

　格

原
管
（
鋼
管
）
使
用
区
分

構         

造

一次防錆塗装

鋼　管

硬質塩化ビニル

亜鉛めっき

鋼　管

硬質塩化ビニル

硬質塩化ビニル

鋼　管

硬質塩化ビニル

JWWA K 116

SGP-VDSGP-VA SGP-VB

JIS G 3452配管用炭素鋼鋼管

（黒管）

JIS G 3442水配管用

亜鉛めっき鋼管

JIS G 3452配管用炭素鋼鋼管

（黒管）

屋内配管
屋内配管

屋外露出配管

地中埋設配管

屋外露出配管

1）VAの外面は、一次防錆塗装です。使用環境に応じて、適切な仕上げ塗装をして下さい。
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単位：mm

ライニング管 参　　　考
呼び径
（A）

鋼　管　部 内面ビニル管部

外　径（D） 許　容　差 厚　さ（t） 許　容　差 厚　さ

長　さ
（L）

近似内径
（d）

鋼管部
厚　さ

VDの
近似外径

VBの単位
質量（kg/m）

外面被覆部

表示例

（水協認証マーク）

（水マーク） （商品名）

（製造業者マーク）

（呼び径）

（種類の記号）

（製造年月）

（長さ）

JFE水 JLP SGP-VA JFEVBH5050A×4000 2022.1

表示色 VA：白

 VB：赤

 VD：白

VBの反対側

管は右表の本数をまとめてプラスチック製フープ

で結束します。

結　束　本　数

長さ 4.0m
呼び径（A）

15

20

25

32

40

50

65

80

100

125

150

100

75

55

40

35

25

18

15

10

9

7

端
面
切
断

製
品
検
査

第
三
者
認
証

又
は

水
協
検
査前

処
理

外
面
塩
化

ビ
ニ
ル
被
覆

製
品

　検
査

鋼

　
　管

前

　処

　理

乾

　
　燥

塩
ビ
管
を
鋼
管
に
挿
入

管
体
加
熱

冷

　
　却

亜
鉛

め
っ
き

外
面
一
時

防
錆
塗
装

JLP VA

JLP VB

JLP VD



L

D d

種　類

寸　法

表　示

荷　姿

製造工程

4 5

種　類

寸　法

表　示

荷　姿

製造工程
JLPには、つぎの3種類があります。用途、環境によって使い分けて

ください。
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一次防錆塗装

鋼　管

硬質塩化ビニル

亜鉛めっき

鋼　管

硬質塩化ビニル

硬質塩化ビニル

鋼　管

硬質塩化ビニル

JWWA K 116

SGP-VDSGP-VA SGP-VB

JIS G 3452配管用炭素鋼鋼管

（黒管）

JIS G 3442水配管用

亜鉛めっき鋼管

JIS G 3452配管用炭素鋼鋼管

（黒管）

屋内配管
屋内配管

屋外露出配管

地中埋設配管

屋外露出配管

1）VAの外面は、一次防錆塗装です。使用環境に応じて、適切な仕上げ塗装をして下さい。
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VDの
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VBの単位
質量（kg/m）

外面被覆部

表示例

（水協認証マーク）

（水マーク） （商品名）

（製造業者マーク）

（呼び径）

（種類の記号）

（製造年月）

（長さ）

JFE水 JLP SGP-VA JFEVBH5050A×4000 2022.1

表示色 VA：白

 VB：赤

 VD：白

VBの反対側

管は右表の本数をまとめてプラスチック製フープ

で結束します。

結　束　本　数

長さ 4.0m
呼び径（A）
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性　能 物　性

品　質
JLPはJIS G 3452（配管用炭素鋼鋼管）またはJIS G 3442（水配管用亜鉛めっき鋼管）に規定さ

れた鋼管とJIS K 6742 (水道用硬質塩化ビニル管）に規定された品質をもつ塩化ビニル管を使用

し、鋼管の内面に塩化ビニルをライニングしたものです。
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性　能 物　性

内

　
　
　面

外

　
　面

0.2MPa 以上

65A以上のLPを外径×2/3までへん平させ、割れ、ひびが生じない
こと。

項　目 単　位 外面用塩化ビニル内面用塩化ビニル

引 張 降 伏 強 さ

耐 圧 性

へ ん 平 性

ビ カ ッ ト 軟 化 温 度

体 積 固 有 抵 抗 率

品　質

試　験　項　目 品　　　　　　　　質

内 面 接 着 力 試 験

曲 げ 試 験

へ ん 平 試 験

浸 出 性 試 験

外 面 接 着 力 試 験

ピ ン ホ ー ル

50A 以下の LPを半径＝D×8（Dは外径）で10°曲げ、割れ、ひびが
生じないこと。

1.0MPa の水圧で1分間保持し、
漏れ、その他欠陥がないこと。

（試験温度:23±2℃）

管外径の1/2 のへん平で、
割れ及びひびがないこと

（試験温度:23±2℃）

接着力試験 曲げ試験 へん平試験

項目

鉛及びその化合物

亜鉛及びその化合物

鉄及びその化合物

有機物［全有機炭素（TOC）の量］

味

臭気

色度

濁度

残留塩素の減量　　　 mg/L

基準

“ 水道施設の技術的基準を
定める省令 ”の別表第二に
よる。

MPa

－

－

℃

Ω・cm

23℃における引張降伏強さが 45 以上

－

－

76 以上

1015 以上

23℃における引張降伏強さが45 以上

76 以上

－

2.0MPa以上

試験電圧（10～12kV）で火花が発生しないこと。

0.7以下
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1

配管加工法 取り扱い上の注意事項

1）温度差の大きい場所は避ける

2）長期保管の場合は直射日光を避ける

保　管

2
1）落下などによる衝撃は避け、万一そのような場合は内

　面をよく確かめて使用する

2）火気あるいは熱源に近づけない

輸送取扱

3
1）切断時に熱が加わらないようにする

2）内面の塩化ビニルにキズをつけないようにする

配　　管

4
1）使用温度は－5°～＋40℃とする

2）有機溶剤（ケトン類、エステル類、エテール類）の配管には使用しない

3）寒冷地での解氷には直火を使用しない

4）腐食性の強い液体（酸類、塩類など）の配管には使用しない

使用条件

JLPは、内面に塩化ビニルをライニングしてありますので、切

断に際しては、熱のかからない方法を選んで下さい。

●管の切断は、必ず管軸に対して直角に切断して下さい。

斜め切断は、偏肉ねじや多角ねじ（ねじつぶれ）の原因と

なる場合があります。

切断加工

● 管を切断後、スクレーパー等の面取り工具を用いて、　

塩ビ管肉厚の 1/2 から1/3 目標の面取りをして下さい。

（ねじ切り後に面取りすることも可能です。）

● ねじ切りは、自動切上げダイヘッドを使用して、JIS規

格範囲内のねじを切って下さい。

● 転造ねじは使えません。塩化ビニルライニング鋼管は

切削ねじしか使えません。耐震性に優れた転造ねじを

使う場合には、弊社の PFP（水道用ポリエチレン粉体

ライニング鋼管 JWWA K 132）をご利用下さい。

● ねじ切りには、上水用の水溶性切削油をご使用下さ

い。また、管内に流入した切削油は水洗いや、ウエス等

で充分除去して下さい。

● ねじのシール剤は、水質に悪影響を及ぼさない上水用

の防食シール剤をご使用下さい。

継手内の管端の腐食による赤水対策として『管端コア』

が各種開発され市販されています。

管端防食継手

●JLPの管端防食のためにコアが内蔵されたPL-Cコア継

手（JFE継手（株）製）のご使用をお勧め致します。

継　　手

1

2 ねじ接続法

3

切断方法 管への適否 切断時の注意事項

○

○

○

△

×

×

×

自動金鋸盤
（バンドソー）

ねじ切り機搭載
自動丸鋸機

旋　　盤

チップソーカッター

パイプカッター

高　速　砥　石

ガ　ス　切　断

内面にバリやかえりが出ることがありますので、

面取り工具、またはヤスリなどで除去してください。

切断後、管内の切り粉は取り除いて下さい。

切り粉が管内に多く入るので、入念に取り除く

必要があります。

パイプカッターで押し切った場合、かえりが出て

内面皮膜を傷つけますので、使用しないでください。

内面皮膜が燃え出しますので、絶対に行わない

でください。

局部加熱を生じますので、使用しないでください。
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TEL  022(221)1691
TEL  025(241)9111
TEL  076(441)2056
TEL  082(245)9700
TEL  087(822)5100
TEL  092(263)1651
TEL  043(238)8001
TEL  045(212)9860
TEL  054(288)9910
TEL  086(224)1281
TEL  098(868)9295

FAX  06(6342)0706
FAX  052(561)3374
FAX  011(251)7130
FAX  022(221)1695
FAX  025(241)7443
FAX  076(441)2058
FAX  082(245)9611
FAX  087(822)5105
FAX  092(263)1656
FAX  043(238)8008
FAX  045(212)9873
FAX  054(288)9877
FAX  086(224)1285
FAX  098(868)5458

大阪市北区堂島1丁目6番20号（堂島アバンザ10F）

名古屋市中村区名駅三丁目28番12号（大名古屋ビルヂング27F）

札幌市中央区北二条西4丁目1番地（札幌三井JPビルディング14F）

仙台市青葉区一番町4丁目1番25号（東二番丁スクエア3Ｆ）

新潟市中央区東大通1丁目2番23号（北陸ビル5F）

富山市桜橋通り3番1号（富山電気ビル3F）

広島市中区袋町4番21号（広島富国生命ビル7F）

高松市サンポ－ト2番1号（高松シンボルタワ－23F）

福岡市博多区店屋町1番35号（博多三井ビルディング2号館7F）

千葉市中央区新町3番地13（千葉TNビル5F）

横浜市中区住吉町2丁目22番（松栄関内ビル6F）

静岡市駿河区森下町1番35号（静岡MYタワー13F）

岡山市北区中山下1丁目8番45号（NTTクレド岡山ビル18F）

那覇市久茂地3丁目21番1号（國場ビル11F）

大 阪 支 社

名 古 屋 支 社

北 海 道 支 社

東 北 支 社

新 潟 支 社

北 陸 支 社

中 国 支 社

四 国 支 社

九 州 支 社

千 葉 営 業 所

神 奈 川 営 業 所

静 岡 営 業 所

岡 山 営 業 所

沖 縄 営 業 所

本　　　   社 〒100-0011 東京都千代田区内幸町2丁目2番3号（日比谷国際ビル） TEL  03(3597)3111    FAX  03(3597)4860

Cat.No.E1J-019-07
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